
  

 

 

６月の生活目標:

 

 オンラインでの授業の工夫 
校 長 桒村 洋子 

 今年度が始まって 2ヶ月が過ぎようとしています。日本では、さわやかな風が吹く気持ち

のいい季節となりました。リヤドでは、急に気温が上がりとても暑いと聞きました。一刻も

早く、その暑さの中で暮らしたいと思っています。 

さて、オンラインでの授業にもだいぶん慣れてきました。初めの頃は、繋ぎ方さえ分から

ず、練習したり早くから準備をしたり・・・それでもうまく繋がらず大慌てで保護者の方に

ご連絡をしたこともあります。1m²にも満たない空間で、世界はどこまでも広がっていきま

す。不思議な感覚です。子どもたちはそういうことが当たり前の中で生きているんだと実感

します。そして、遅ればせながら ICT に疎い人生を歩んできた私も、日々できることが増え

ています。 

そんな、オンラインでの授業の工夫を紹介します。

 

  

 

絵本の読み聞かせをするために、書画カメラの代用品として

スマートフォンを使っています。真上から絵本を見せたいの

で、長い棒の上にスマートフォンを置けるようにしました。

絵本以外の情報が入らないように、白い画用紙の上に絵本を

置いています。 

１〜４年生で学ぶ漢字は６４０字あまり。この頃になると、

読めない・書けないことから漢字に苦手意識を持つ子も増

え、意欲的に学習することが難しくなってきます。そこで、

楽しさを感じながら学べるよう、クイズなどを取り入れた学

習に取り組んでいます。５年生では「漢字の成り立ちクイ

ズ」をスライドで実施しました。意外な起源に驚く場面も多

く見られ、楽しく実施することができました。発見のある学

びを通して、漢字への興味を育てているところです。 

図を使って説明するもの、特に図を移動させることによって、

効果的な場面ではパワーポイントを使っています。計算の 

学習では、ホワイトボードに板書する従来通りのやり方が、 

分かりやすく、ストレスも少ないです。子どもがノートに 

途中の計算を書いたものを、スクリーンショットで記録し、 

ドライブに提出させ、途中の計算がしっかりかけているか 

チェックしています。 

教室での授業と同じ状態により近づけるように行っています。
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イスラム教の大巡礼「ハッジ」  

サウジアラビアでは、５月２１日から６月 1 日までの数日間、休暇でした。このハッ

ジについて、内容を辿ってみたいと思います。  

◎ハッジの流れ 

 ①メッカに着き、グランドモスクに入ってカーバ神殿を 7 周する。（タワーフ） 

 ②グランドモスクを出て、ミナーのモスクで祈りをささげ、コーランを唱える。 

 ③アラファト山へ行き、正午から夕暮れまで祈る。 

 ④翌日のミナーでの投石の儀式に備え､ムズダリファで石を拾い集める。(49 個？) 

 ⑤ミナーへ戻り、悪魔を表す３本の塔をめがけて石を投げる。（３日間連続投石） 

 ➅動物の犠牲をささげる。 

 ⑦メッカに戻りカーバ神殿を７周回る。メッカを離れる最後の日まで毎日回り祈る。 

◎その他の特徴 

 ・イスラム教の信者にとって一生に一度は行うべきものとされている大切な巡礼。 

・特別な白い衣服を着用し、喧嘩をしない、香水は付けない、髪や爪を切らない。 

 ・カーバ神殿は黒いシルクで覆われ、聖なる黒石が壁の１つにはめ込まれている。 

  高さは 15 メートルで、３階建てのビルの大きさである。 

 ・グランドモスクは、東京ドーム６．６個分の広さがあり、７０万人が収容できる。 

 ・ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾓｽｸには９本の高い塔(ﾐﾅﾚｯﾄ)があり高さは 90 ﾒｰﾄﾙである。(20 階建てのビル) 

 ・メッカにはザムザムと呼ばれる聖水がわいている。お土産にもなっている。 

〇テレビでは 24 時間ずっと中継をしていますね。人の多さを体感してみたいものです。 

 

 

 

             

 


